
物
を
調
べ
て
や
っ
と
再
現
し
た
の
だ
。
そ
う
い
う
苦
心
談

を
淡
々
と
話
し
て
い
る
石
坂
シ
ェ
フ
の
顔
が
ま
た
い
い
。

頑
固
そ
う
な
顔
で
あ
る
。
当
ホ
テ
ル
に
入
っ
て
も
う
四
○

年
に
な
る
。
な
る
ほ
ど
、
こ
の
人
な
ら
安
心
だ
。
そ
ん
な

こ
と
を
思
い
な
が
ら
最
後
の
ヌ
ガ
ー
モ
ン
ド
ゥ
オ
ラ
ン

ジ
ュ
グ
ラ
ス
を
た
べ
る
。
明
治
の
華
や
か
な
社
交
場
の
雰

囲
気
が
再
現
さ
れ
た
よ
う
な
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

も
シ
ェ
フ
が
相
当
気
を
入
れ
て
作
っ
た
も
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
一
○
○
年
前
、
正
し
く
は
九
五
年
前
だ
が
、

一
体
誰
が
食
べ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
こ
の
料
理
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
ド
イ
ツ
総
領
事
館
が
開
設
一
○
○
年
を
記
念

し
て
出
し
た
本
の
中
に
載
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

を
石
坂
シ
ェ
フ
が
覚
え
て
い
て
今
回
の
企
画
と
な
っ
た
。

覚
え
て
い
た
こ
と
自
身
さ
す
が
プ
ロ
だ
と
感
心
し
た
の
だ

が
、
こ
の
料
理
を
楽
し
ん
だ
九
五
年
前
の
宴
が
ど
ん
な
も

の
か
、
な
ぜ
催
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
も
っ
と

も
な
事
だ
・
わ
れ
わ
れ
の
出
番
で
あ
る
。
早
速
調
べ
て
み
る

今
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
約
一
○
○
年
前
の
フ
ル

コ
ー
ス
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
食
さ
せ
て
く
れ
る
。
六
月
末

ま
で
だ
と
い
う
・
こ
う
な
れ
ば
も
う
問
答
は
無
用
で
あ
る
。

早
速
、
編
集
氏
と
と
も
に
参
上
し
た
。

ま
ず
、
メ
ニ
ュ
ー
が
仲
々
凝
っ
て
い
る
。
一
○
○
年
前

の
も
の
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
も
の
だ
。
現
物
は
ド
イ
ツ

に
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
当
時
の
も
の
に
く
ら
べ
る
と
や

や
色
彩
が
淡
い
。
し
か
し
そ
れ
が
ま
た
現
在
の
わ
れ
わ
れ

に
マ
ッ
チ
し
て
シ
ャ
レ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、

料
理
が
出
て
き
た
。
豪
華
で
し
か
も
ス
ッ
キ
リ
し
て
い
て

一
○
○
年
前
、
と
い
う
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
そ
れ
ぞ

れ
が
皆
う
ま
い
の
だ
が
最
後
の
シ
ギ
料
理
が
一
番
よ
か
っ

た
。
こ
の
企
画
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
フ
ラ
ン
ス
か
ら
材
料

を
輸
入
し
た
の
だ
と
い
う
。
料
理
再
現
の
苦
労
話
を
シ
ェ

フ
の
石
坂
勇
氏
か
ら
聞
く
。
予
想
に
反
し
て
ポ
タ
ー
ジ
ュ

・
ア
ー
マ
に
一
番
苦
労
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
ア
ー
マ
と

は
何
か
が
仲
々
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
い
ろ
い
ろ
な
譜

Ｌ｣

今
、
食
卓
は
時
を
こ
え
て

●

ｋ
般
職
災
滞
鋤
ラ
文
化
史

く４〉

。
倖
ワ
ス

一
○
○
年
前
の
料
理
を
再
現
し
た
「
｜
世
紀
の
食
卓
」
の
メ
ニ
ュ
ー
全
容

官 鈴
木
正
幸

〈
神
戸
大
学
教
育
学
部
教
授
〉

鈴
木
正
幸

（
神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授
〉
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こ
と
に
し
た
。
手
掛
り
は
、
メ
ニ
ュ
ー
に
、
一
八
九
二
年
四

月
一
四
日
と
あ
る
の
と
、
「
フ
ォ
ン
・
ツ
ン
ダ
ー
氏
の
送
別

晩
餐
会
ｌ
ド
イ
ツ
領
事
」
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
雲
か
れ
て

あ
る
こ
と
だ
け
だ
。
古
い
「
神
戸
又
新
日
報
」
と
い
う
新
聞

を
調
べ
て
み
る
と
大
体
わ
か
っ
て
き
た
。

こ
の
宴
を
主
催
し
た
の
は
し
ば
ら
く
神
戸
を
留
守
に
し

て
い
て
少
し
前
に
横
浜
か
ら
帰
っ
て
き
た
ク
レ
ン
ス
キ
ー

と
い
う
ド
イ
ツ
領
事
で
あ
る
。
ツ
ン
ダ
ー
と
い
う
の
は
ク

厨
雛＃

趣" . ､ . # ．. ｡ .

『

型
髭
・躯

右上／石坂シェフの
説明を聞きながら、
食事を楽しむ、鈴木
教授( 左) と鈴木助教
授
右下／創業当時のオ
リエンタルホテルの
様子
左上／4 0 年のベテラ
ンー石坂勇シェフ
左下／オリエンタル
ホテルに保存されて
いる古い資料を見る

や

参室, 墓参

，＝

レ
ン
ス
キ
Ｉ
の
留
守
中
領
事
を
し
て
い
た
男
で
、
ク
レ
ン

ス
キ
ー
の
帰
任
に
と
も
な
っ
て
長
崎
の
代
理
領
事
に
命
ぜ

ら
れ
、
四
月
一
五
日
四
時
出
港
の
横
浜
丸
で
任
地
に
赴
く

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ク
レ
ン
ス
キ
ー
は
四
月
一
三

日
に
大
阪
に
行
き
、
府
知
事
や
造
幣
局
長
に
帰
任
の
あ
い

さ
つ
を
し
た
翌
月
、
遠
方
に
赴
く
ツ
ン
ダ
ー
の
た
め
、
一
流

の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
送
別
会
を
開
い
た
の
で
あ
っ

た
。オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
は
、
今
か
ら
一
○
五
年
前
フ
ラ

ン
ス
人
の
名
コ
ッ
ク
兼
オ
ー
ナ
ー
の
ル
イ
・
ビ
ゴ
に
よ
っ

て
作
ら
れ
、
そ
の
後
幾
多
の
変
遷
を
伴
い
つ
つ
今
日
に
至

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
の
料
理
は
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
キ
プ
リ

ン
グ
が
「
世
界
超
一
流
」
と
ほ
め
た
よ
う
に
当
時
か
ら
有

名
で
あ
っ
た
。

こ
の
企
画
は
、
昨
年
秋
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

別
段
特
に
開
港
一
二
○
年
を
あ
て
こ
ん
だ
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
。
古
い
歴
史
の
あ
る
ホ
テ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い

何
か
、
を
考
え
た
か
っ
た
よ
う
だ
。
自
分
な
り
の
“
温
古

知
新
“
・
結
構
な
心
意
気
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
の
内
装
も
ク
ラ

シ
ッ
ク
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

実
の
と
こ
ろ
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
は
こ
の
数
年
、

あ
ま
り
ふ
る
わ
な
か
っ
た
と
思
う
。
ホ
テ
ル
と
し
て
の
パ

ッ
シ
ョ
ン
と
か
エ
ス
プ
リ
を
感
じ
さ
せ
な
か
っ
た
。
フ
ァ
ッ

シ
ネ
ー
ト
な
魅
力
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
が
か
つ
て
果
た
し
て
い
た
、
町
づ
く
り
の
一
つ

の
核
と
し
て
の
役
割
を
と
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
今
回
の
よ
う
な
夢
の
あ
る
ア
イ
デ

ィ
ア
が
企
画
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
新
し
い
体

制
の
も
と
の
新
た
な
門
出
と
大
い
な
る
意
気
込
み
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
れ
か
ら
に
大
き
な
期
待
が
も
て
そ
う

で
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
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( 上) セイルドﾘ ﾙ ( 展帆) する練習帆船『日本丸』( 右下) 帆を張るために甲板を走り回る練習生達

神
戸
港
開
港
加
年
を
祝
う
、
春
の
祭
典

の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
４
月
調
日
（
水
）
メ

リ
ケ
ン
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
は
、
心
も
と
の
メ
リ
ケ

ン
波
止
場
と
中
突
提
の
一
部
を
含
め
、
そ

の
間
に
あ
っ
た
ハ
シ
ケ
だ
ま
り
を
埋
め
た

て
、
４
年
の
歳
月
を
か
け
て
造
ら
れ
た
も

の
で
世
界
的
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

の
再
開
発
が
唱
え
ら
れ
る
中
、
メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
内
に
建
て
ら
れ
た
海
洋
博
物
館
を

中
心
に
、
市
民
が
、
海
や
港
と
接
し
、
親

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
数
々
の
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
。

当
日
は
、
春
と
い
う
よ
り
も
、
初
夏
と

呼
ぶ
の
に
相
応
し
い
青
空
が
広
が
り
、
宮

崎
辰
雄
神
戸
市
長
等
に
よ
っ
て
、
オ
ー
プ

ン
式
典
が
行
わ
れ
た
。

式
典
で
は
、
加
年
後
の
開
港
剛
年
に
向

か
っ
て
、
市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
集
め

ら
れ
た
作
品
を
積
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

を
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
沖
に
沈
め
た
り
、
プ

ラ
ン
ト
輸
送
に
使
わ
れ
る
石
油
堀
削
補
助

し
ん
し
醸
争
・
』

船
「
神
朔
抑
」
の
広
い
艦
板
を
利
用
し
、
イ

ベ
ン
ト
船
に
し
た
て
ジ
ャ
ズ
・
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
、
神
戸
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
く

り
ひ
ろ
げ
た
。

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
の
オ
ー
プ
ン
に
『
引
き

続
き
、
鋤
日
よ
り
開
館
さ
れ
た
神
戸
海
洋

博
物
館
は
、
ま
ず
、
そ
の
外
観
か
ら
ポ
ー

ト
タ
ワ
ー
と
の
調
和
を
考
え
、
ポ
ー
ト
タ

ワ
ー
の
赤
に
対
し
て
、
白
の
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
・
帆
船
を
思
わ
せ
る
屋
根
が
美
し
い
。

内
部
は
、
ど
ん
な
人
で
も
楽
に
見
学
が

で
き
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
高
低
が
無
く
、

広
い
敷
地
を
利
用
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
各

展
示
物
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

泌
I''R、

剛

罰

。
一
一
●
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( 左) フロントゾーンに展示された､ 船の守護神フイギアヘッド( 中上) ロドニー号の模型( 中下) ２F 未来展示室の3 6 0 度スクリーン( 右) 特別展示室で公開中の『豪華客船とファッション展』

｡

､Ｔ，

両再訂
言画

｡

画ｑ,

正
而
入
口
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

と
呼
ば
れ
る
、
吹
き
抜
け
の
広
場
に
な
っ

て
お
り
、
壁
面
一
杯
に
、
船
の
歴
史
が
レ

リ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ー
ル

シ
テ
ィ
神
戸
に
ふ
さ
わ
し
く
、
一
億
円
を

か
け
た
パ
ー
ル
シ
ッ
プ
（
田
崎
真
珠
提
供
）

奥
に
は
ヴ
ェ
ニ
ス
の
ゴ
ン
ド
ラ
の
実
物
も

あ
る
。海

洋
博
物
館
の
目
玉
は
．
正
面
奥
に
展

示
さ
れ
て
い
る
ロ
ド
ニ
１
号
の
８
分
の
１

の
模
型
で
、
神
戸
が
１
８
６
８
年
１
月
１

日
に
開
港
し
た
時
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン

ス
の
船
が
６
隻
、
英
国
の
船
が
哩
隻
入
港

し
て
お
り
、
そ
の
英
船
廻
隻
の
旗
艦
が
ロ

ド
ニ
ー
号
で
あ
っ
た
。
英
国
博
物
館
に
あ

っ
た
図
面
を
基
に
、
当
時
の
姿
を
忠
実
に

再
現
し
た
、
船
フ
ァ
ン
待
望
の
模
型
。

そ
の
他
の
各
展
示
物
も
、
最
先
端
の
ハ

イ
テ
ク
を
駆
使
し
た
映
像
と
音
響
を
利
用

し
て
、
よ
り
理
解
し
や
す
く
、
楽
し
い
展

示
を
行
っ
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
が
、

シ
ン
ポ
ル
ゾ
ー
ン
で
、
み
な
と
神
戸
の
過

去
か
ら
未
来
を
、
日
本
最
大
規
模
の
市
街

地
航
空
写
真
と
多
重
映
像
・
音
響
演
出
に

よ
る
〈
神
戸
Ｉ
昨
日
、
今
日
・
明
日
〉
と
、

２
Ｆ
未
来
展
示
室
で
上
映
さ
れ
る
捌
度
大

パ
ノ
ラ
マ
の
映
像
（
海
底
旅
行
卿
年
ス

カ
ー
レ
ッ
ト
号
の
冒
険
）
。
こ
れ
は
、
今
か

ら
Ⅲ
年
後
に
予
想
さ
れ
る
海
底
開
発
の
様

子
を
、
特
撮
を
利
用
し
描
い
た
作
品
で
、

子
供
達
だ
け
で
な
く
、
大
人
が
見
て
も
楽

し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
港
の
歴
史
の
コ
ー
ナ
ー

や
、
世
界
の
港
を
紹
介
し
た
コ
ー
ナ
ー
。

最
新
の
船
の
操
舵
室
の
実
物
を
使
っ
て
、

船
旅
気
分
を
楽
し
ま
せ
る
船
の
科
学
ゾ
ー

6/４８:００
コンスタンチン･ チェルネンコ
6/６８:００
シー･ ゴッデス１
６/７８:００
バール･ オブ･ スカンジナビア
6/１７８:００
ロイヤル･ バイキング･ スター
6/２３８:００
ゴンスタンチン. チェルネンコ

Ｐｏｒｔｏｆ
Ｋｏｂｅ
( 外国豪華船入港予定）

ン
は
、
見
学
台
に
昇
る
と
、
エ
ン
ジ
ン
の

振
動
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
港
の
情
景
も
左

右
に
ゆ
っ
く
り
揺
れ
る
の
で
、
船
に
弱
い

人
な
ら
、
そ
れ
だ
け
で
酔
い
そ
う
。

海
洋
博
物
館
は
、
博
物
館
と
い
う
名
か

ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
と
、
か
な
り
違
っ
た

明
る
く
、
楽
し
い
パ
ビ
リ
オ
ン
だ
。
連
休

の
間
は
一
日
一
万
人
〜
一
万
三
千
人
の
入

場
者
に
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

当
日
は
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
の
西
側
の

中
突
提
に
練
習
帆
船
『
日
本
丸
』
が
停
留

さ
れ
、
港
内
で
は
珍
ら
し
い
〃
セ
イ
ル
ド

リ
ル
（
展
帆
）
“
が
行
わ
れ
た
。
普
通
の
人

に
は
、
帆
を
張
る
姿
を
見
る
機
会
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
無
い
が
、
重
い
綱
を
『
日
本
丸
』

に
乗
り
込
ん
だ
、
商
船
大
学
の
実
習
生
が

加
数
名
引
っ
張
り
、
甲
板
の
上
を
走
り
回

っ
て
や
っ
と
の
こ
と
で
掲
が
る
帆
を
見
て

突
提
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
か
ら
、
感
動

の
声
が
、
次
々
と
あ
が
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
の
努
力
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
セ

イ
ル
ド
リ
ル
し
た
『
・
日
本
丸
』
の
見
事
な

美
し
さ
。
ま
さ
に
帆
船
は
〃
海
の
貴
婦
人
〃

で
あ
る
。

造
船
や
鉄
鋼
が
不
況
に
み
ま
わ
れ
て
い

る
現
在
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
の
完
成
は
、
港

の
文
化
や
、
レ
ジ
ャ
ー
化
を
進
め
、
皿
世
紀

に
向
け
て
の
〃
ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
“
へ

の
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
言
え
る
。

Ｔ

Ｐ
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／ Ｔｂ碗Ｃ〃α" が

ビーールまつり. ／
＜恒例＞
創業2 4 周年記念
感謝をこめて. ／

日時６/ ２５( 木) ～７/ ４( 士) 迄
●アサヒ生ビール￥５００
●アサヒ黒生ビール￥５００
ジョッキーサービス

AMERICANHlGHqUALITYBEER

且Ａ
Ｉ鋤ojjII

書憲．
'三一

もりojjI

書憲
些三

クアーズ．

■

｜生Ｉ．.＝
アメリカで最も愛されている生ビール

1 8 7 3 年以来、生ビールづくりひと筋
に打ちこんできたクアーズ。
▼音楽のプログラム
各水､ 木､ 金､ 土陥日中田実郎( ビｱ ﾉ ）
月、火くつわともこ ( ｼ ｬ ﾝ ｿ ﾝ ）
日徳田雅崇 ( ピ ｱ ﾉ ）

☆カンツオーネ泉田薙 ( ボーカル）

、

1k割nul罰､l､B‘,rｌ

mChiantiiT b 、
トム･ キャンティ

神戸市中央区下山手通２丁目１１‐５
神戸ワシントンホテル１Ｆ

〈年中無休〉ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 3 1 - 2 1 2 2
PM5:00～AM2:00(日曜日AM12:00迄）

陣＝▼

＊祝/ 神戸港開港1 2 0 年

聯

画〆

エスメラルダ号の船首前でトム・キヤンテイの榊附夫
毎ｓ=
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宴

ー‐

／ 、

二つ茶屋新製品「神戸っ子｣が
ハイカラ風味をお届けします

●恥

、／

、

新製品の｢ 栗の宴｣ は和
風マロングラッセ。渋
皮つきで、本来の栗の
持ち味が生かされた、
まろやかでスイートな
名菓。6個人¥1.2009個人¥1,800

風の

為
アニノテ｣ －ル

ノ

Ｌ

シ

一
一

往

ポテトとパイをミックスさせたハイカラなお菓子。９個入り￥1 , 0 0 0

ノ

中央区元町３丁目７－９壷( 3 3 1 ) 0 7 5 5 ㈹
東灘区岡本1丁目5 - 5ダイソービル内置( 4 5 2 ) 0 5 7 0
中央蕨三富町３丁目含( 3 3 1 ) 0 7 9 6

風を感じる街、神戸北野町、
この街で生まれたアンﾃ ﾉ ｰ ﾙ が
お届けするとっておきのデザート
｢ 神戸じゆれとぴあ｣ ｡
カフェオーレ、ティーオーレの２聯
デザートともぎたてフルーツの
果肉入りゼI ) －
いわば風の街のエレガンス

、

本店
岡本店
工場

いづ

厄、》
一念北野本店／

神戸市中央区中山手通1 丁目2 2 - l 3
aO78-242-3797
神戸店／
神戸市中央区北長狭辿1 丁目l O - 6
aO 7 8 - 3 3 1 - 8 6 4 0

東京・名古屋・大阪・金沢

▲北野本店
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＊宝飾品Ｊｅｗｅｌ・P e a r l s
キモ卜闇 2 『高幾１階へ

①宝飾品kimo t o P e a r ,＄１，‘…‘ion感!H…。
②宝飾思a k 蕊…真珠店怠" ﾝ ．も肴曹

～÷ マモ311r夢テJ・号’④宝飾急e l T a …，_ ……“ン

⑤繕計と宝石需感想h S 篇計店蕊燕Ｊ胃
⑥塞飾想見急簡ヤモンド＆弧) ｱ 診罷＃
＊紳士洋服・洋品T a i l o r ＆M e n ，ｓＳｈｏｐ

⑦紳士服篇,具蔦吉洋服店層‘J j趣ドヲョ
⑨紳士服忌n . 馬t u e i 洋服店諏誤嬰調
⑩男子洋品fZnakiyaナキヤ謝j趣頚骨
⑪紳士服志, ｡ 完i i 厚洋服店諏搾７§
⑫洋品雑貨鵠｡ h 。ノヘ愚J 1 r 禅与Ｊ目
⑪ﾜｲｼ ｬ ﾂ観｡編、シャツ奄勤'‘’１i‘ｗ
⑭紳士服繍鰯渡辺鼎副侭急幣亨
⑰紳士服飾息､,､ S h o p U n。ネ馴点７骨
⑬紳士ｼ ｬ ｼ 為. 憩嬬‘シャツ紳純2 W
”＃蕊V " 賢展R 局R 〆ユリー誠”’＃
、紳士服飾西 川＆9,)ｱ，ロ4首３ド
⑮紳士服アダムＧ胤溌余乎タミ

'ﾒ:'ズ7ｱ'ｼﾖ ﾝＭＡＣ蔵,ri謹詣ﾀ君ピサ

薦人学瀞誓桧ご"響謝邑，
⑳

、

③

⑲

⑳

服飾雑貨孟愚魚忌テユートン＆" ｱ 1嘘；ＴｏｒＲＤａｄ

ラサ屑 2 W 綴『 , 理ﾊ ﾝ ドバｯ ｸ 誌………｡ ”
ベビー用品フアミリア諏鞭ド鰐狸溌子供服F a m i l i a r

婦 人服地シンワ誉瀞惑綴 ) 識
婦人靴ジヨアンナサンプラザ< ３，' ) 5 0 7 8

＠ず。‐ｆ孔“カダ
､ 洋装鼠s u y ﾕ スヤ
⑳婦人服飾鼠i y 。ヤ
螺人･ 紳斎亀…w y ザワ
⑰毛皮鼠n局ur兎r(馬愚)皮店
⑳灘騨晶M A T 品ツヤ
⑳婦人服飾急_ 域愛
⑳尭上ｆ箸 e ｏ苑
⑪婦人服飾＆ ｡ ザ
⑩雰詞学ウィンザー
､ベ。甲森C男｡"釜_she?w…甲
⑫９卿Z i K s h i m 熟シマヤ
③アクセサリー麓i m u 夢圭造

⑭鮒灘g o s s S h o e ‘口ス
⑮婦人･紳士靴忌hioka罰…オ力
⑬婦人服飾サンジエル
＊和装Kim o n o・Ge tａ
､ 呉服畠､ 騨忠がら屋
⑰農服魚｡ …よしや
⑬衣裳患亀g a { Ｍ衣裳店
⑲衣裳R r u y §や衣裳店
＊美容Be a u t yＳｈｏｐ
､ 筆容呂些妄語喜冒
､ 美容霊罵寓ふ蝋ベス
⑩美容みどり美粧院
＊美術・工芸品Ａｒｔ
､ 筆術語黙蔦繍釣若木屋
⑨画材額縁蚕e z u m i 鰯製額
⑭手, ｾ ｻ ﾘ著篤a w /Ⅱエ芸店
⑮霊術陶礎鶏患s h u d o 洲堂

職r 将『Ｊ甲
3- m o t o m 且c h i
センター歯、元司・三
( 3 9 2 ）３８７ O
3 - m o m m a c h i

沓ん管ヵ贈ｚＩ謝謡８
ｾ ﾝ ﾀ ｰ 街､ 大丸1 ｍ
( 3 9 1 ）４６２４
Ｃｅｎｔｅｒ－Ｃａｉ

恩2『j会f官盲亨
継:c1nternational
センター街・さんプラザ
(331)1833.（331)0607

さ んプラザ
( 3 9 1 ）６８６１

浦3 , )７亀５Ｗ
センタープラザ３Ｆ
( 3 9 1 ）６８Ｏ６

さんプラザ２Ｆ
( 3 3 1 ）７９５２

雷3,1丁評ｒＪ胃
Ｌｍｏｔｏｍａ色ｈ１

番3 , W夢ｒ７号
ｌ－ｍｏｔｏｍ且ｃｈＩ

卜テロ－ド
( 3 3 1 〕５３９３
ＴｏｒＲｏＢｄ
Ｉ，アロ－ド
( 3 9 1 ）１７８ｌ
ＴｏｒＲｏａｄ

駒｡蝋緬鈴｡W’
七ン夕－街
( 3 3 1 】４３５８

センター街
( 3 3 2 ）5 2 9 8 ㈹
Ｃ四ｎｔｅｒ－ＧａＩ

大 九前
儒Ｉ｡:《｡?Ｄ§imf。
センター衝
( 3 3 1 ）７５２４．５３３３
Ｃｅｍｅｒ－Ｃａｉ
大 丸前
( 3 2 1 ）０３６０
１釦ｒｒｏｎＬｃ『Ｄａｉｍａｒｕ

北野町３（2 2 1 ) 9 0 8 0

三宮本通り（3 3 1 ) 4 4 6 1
= 宮神社前
面3 1 ）４９１７

生田神社前
[ 3 3 1 】１２４３

元町通一丁目
( 3 3 1 ） 2 3 5 ９
１画ｍｏｌｏｍａｃｈｉ
卜アロ－ド
( 3 3 1 ）】３０９
ＴｏｒＲｏａｄ

卜アロ－ド
Ｉ３３ｕ３３９８
ＴｏｒＲｃａｄ

七ン夕－街
( 3 3 1 ）８７５８
Ｃｅｎｍｒ－Ｇａｉ
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隆

、

／ 、ﾌ ﾚ ｯ ｼ ｭ なおいしさ－パスバーラ

｡

Ｅ２しに。

「
パ
ス
」
テ
ル
カ
ラ
ー
と
フ
ル
ー
ツ
「
パ
ー
ラ
」
こ
の
ふ
た
つ
の

名
前
を
合
わ
せ
て
生
れ
た
の
が
「
パ
ス
パ
ー
ラ
」
。

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
・
ゼ
リ
ー
・
ム
ー
ス
の
３
タ
イ
プ
。

種
類
も
な
ん
と
９
種
類
。
こ
の
夏
は
、
パ
ス
パ
ー
ラ

で
ひ
ん
や
り
爽
や
か
に
涼
み
ま
せ
ん
か
。
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シャーベルナ･ ゼリー･ ムース詰合せ
３，０００円

６００円－５．０００円迄ございますｂ

L袈謙膿１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



召 ロマンのあるスイート

回

多肉

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



／

座

モチ
自然を模倣することからアートが始まったともいわれていますｂ
ジｭ ｴ ﾘ ｰ ･ デザインの主題に､ 花の表情や烏の優美がイメージされるのも､ 私たちの心の深みに、
懐かしい記憶が宿っているからかもしれません。
文明が大きく進もうとするとき、自然という主題がクローズアップ。される．
アール･ ヌーヴォーから一世紀が過ぎようとしていますも

ジｭ ｴ ﾘ ｰ の原点を見つめますｂ
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